
本
等
論
議
愛
遜
史
論

国

素

思

形
式
論
史
儀
相
論
・
奥

天

、

総

論

－

、

議

相

論

議

の

起

因

（
甲
）
長
陀
羅
上
の
起
因

本
骨
持
論
議
錘
擾
史
論
上
、
儀
相
論
史
ご
は
、
吾
人
が
上
編
に
於
℃
略
銑
せ
る
主
勝
、
即
も
長
茶
羅
の
中
需
を
除
3
、
以

外
の
諾
悌
菩
薩
等
の
座
配
、
筆
法
、
虞
略
、
及
び
之
を
糟
像
、
即
も
所
謁
給
量
陀
羅
仁
描
寓
せ
る
も
の
、
並
び
に
木
令
像

等
仁
彫
錯
せ
る
も
の
等
に
崩
し
、
曾
て
先
輩
早
匠
の
閉
じ
あ
げ
つ
ら
は
れ
た
る
、
幾
多
論
詩
を
、
岡
果
的
歴
史
的
仁
討
究

し
、
斯
く
て
以
て
英
の
蹄
着
点
を
接
見
せ
む
ご
す
る
も
の
也
。

吾
人
は
既
に
前
編
除
諭
の
下
に
於

τ、
五
口
組
問
願
の
目
立
茶
羅
仏
、
一
般
悌
致
事
者
、
特
に
遁
悌
敬
史
家
の
謂
ふ
が
如
く

其
の
意
匠
的
思
想
の
淵
説
、
断
じ
て
「
蹴
智
儀
就
」
よ
り
接
出
す
る
乙
ご
な
く
、
品
部
理
接
展
の
道
程
に
約
し
、
綿
た
塔
外
相

承
の
外
用
に
約
し
て
、
遠
く
是
れ
が
源
泉
ぞ
討
ぬ
れ
ば
、
寧
ろ
南
岳
大
師
が
翻
心
修
行
の
方
便
ご
し
て
、
十
一
面
観
世
音

の
十
面
を
十
界
ど
な
し
、
僚
の
一
一
白
を
己
心
ご
守
し
、
斯
〈
て
此
の
心
、
本
来
十
界
を
具
す
ご
立
て
、
之
れ
を
以
て
其
の

観
境
ご
矯
せ
る
仁
存
す
る
を
説
げ
り
c

而
し
て
吾
が
家
の
量
茶
羅
は
、
一
般
の
所
説
に
従
へ
ば
、
文
永
十
年
七

H
入
日
吾
が
本
化
の
上
首
、
佐
世
↑
存
に
於
て

始
め
℃
之
れ
を
額
は
し
給
ご
云
ふ
o
然
り
、
『
正
像
末
有
」
云
ん
ザ
等
の
銘
記
問
一
一
叩
1
M
U
M
M
V…
消
引
に
の
あ
る
は
、
此
の
時

を
以
て
最
初
ご
な
し
、
叉
『
本
骨
抄
」
の
大
著
作
に
次
い
で
顕
し
給
ふ
が
故
じ
、
本
曾
ど
し
て
の
館
、
相
、
用
、
共
の
全

下

〔9)



分
に
渉
ち
て
遺
憾
無
く
回
出
先
顕
せ
ら
れ
た
る
透
に
約
せ
ば
、
方
に
此
の
時
を
以
て
始
原
ご
あ
す
、
然
れ
J
V

」
も
一
段
茶
羅
中

ム

レ

『
正
像
未
有
乃
至
日
蓮
始
之
』
云
骨
の
『
始
ν
之
』
ご
は
、
意
、
正
像
二
千
年
の
問
、
管
で
時
の
四
依
た
る
、
通
葉
、
阿
難
、

乃
至
天
台
、
侍
数
等
仁
よ
り
て
楼
揮
せ
ら
れ
ず
、
入
末
法
二
百
年
代
に
及
び
、
唯
本
化
事
組
に
よ
り
て
の
み
、
始
め
て
党

顕
せ
ら
れ
た
る
を
示
し
、
決
し
て
或
る
一
部
の
事
者
の
考
ふ
る
が
如
〈
、
『
佐
波
以
前
に
在
っ
て
、
曾
て
闘
頴
せ
ず
、
丈

永
十
年
、
方
に
顕
揚
せ
り
、
故
に
『
始
』
め
て
さ
云
ふ
』
さ
の
謂
に
は
非
ぎ
る
也
。

古
来
の
博
説
、
及
び
皐
者
の
所
設
に
擦
れ
ば
、
吾
が
姐
が
始
め
て
墨
痕
淋
稿
、
末
法
行
者
の
針
境
を
、
格
表
に
編
出
し

給
ひ
し
は
、
建
宗
の
翌
年
四
月
十
六
日
藷
蹴
に
し
て
、
去
最
後
は
入
減
の
堂
入
月
昔
話
白
蓮
興
上
に
授
輿
し

給
ひ
し
も
の
是
れ
畠
ご
云
ふ
。
抑
も
吾
が
姐
一
代
、
同
額
授
輿
の
本
曾
に
し
て
、
其
真
吾
ご
し
て
現
存
す
る
も
の
、
及
び

其
の
未
決
ご
し
て
現
侍
す
る
も
の
、
此
等
を
具
に
枚
奉
ず
れ
ば
、
其
の
敷
始
ん
ざ
三
四
十
一
輸
に
な
ん
争
ん
ご
す
ご
璃
す
O

M
M一
一
郎
一
一
計
一
一
一
蹴
純
一
鍔

ω宮
中
、
然
る
に
、
今
『
本
軍
鑑
』
及
び
其
の
他
二
三
の
信
頼
す
べ
き
『
記
録
』
等
に
よ
b
、
此
等

を
岡
顛
の
年
代
に
約
し
、
共
の
様
式
に
約
し
、
具
略
仁
約
し
、
銘
記
に
約
し
、
其
代
表
的
に
し
て
且
つ
異
筆
て
断
定
せ
ら

れ
た
る
も
の
を
通
観
す
る
に
、
其
の
大
体
仁
於
て
佐
前
ご
佐
後
ご
同
じ
か
ら
ず
、
佐
後
に
於
て
も
、
弘
安
以
前
ご
以
後
ご

同
じ
か
ら
ず
、
弘
安
以
後
に
於
て
も
、
文
永
ご
建
治
ご
同
じ
か
ら
や
，
、
文
永
年
中
に
於
て
も
、
所
謂
始
販
品
五
陀
羅
ご
諸
除

純
一
山
駅
前
駅
け
れ
一
リ
ド
明
十
界
の
詩
隼
に
悉
く
『
南
無
』
の
二
字
を
冠
せ
る
も
の
ご
、
唯
同
事
仁
の
み
南
無
の
二
字
を
冠
せ
る

も
の
ご
の
別
あ
り
o

剛
一
俊
一
郎
一
院
怒
川
一
品
川
一
問
一
一
見
…
比
例
山
ヌ
瑚
嶋
崎
一
山
知
耕
一
M
V
3
u
h日
唯
一
れ
い
い
州
純
一
一
税
制
町
四
川
一
か
い
…
…
引
い
け
川
町
内
山
畑

是
れ
一
一
際
は
適
宜
の
研
設
な
る
か
如
し
さ
蝶
も
、
再
往
は
断
じ
て
吾
人
の
依
用
ぜ
ざ
る
所
也
。
何
ん
主
な
れ
ば
、
斯
く
範
略
的
名
稀
の
下

ι、
強
い
て
分
類
た

企
つ
丸
一
時
は
、
一
見
五
ロ
が
壌
の
目
安
陀
羅
に
は
、
本
来
数
時
開
あ
る
が
如
〈
考
へ
ら
Z
れ
ぽ
也
。
鳴
呼
閤
浮
統
一
、
四
海
同
蹄
の
大
本
尊
‘
そ
の
根
原
町
γ

本
来
猫
一

立
に
数
J
N
I

あ
あ
の
呼
S
ら
r
h
、
若
し
夫
れ
之
J

れ
た
具
略
核
q
に
間
同
相

L
給
ふ
所
以
の
も
の
は
、
化
物
利
生
の
大
慈
悲
上
、
ま
れ
止
む
な
き
に
廿
苧
、
の
み
。
而
し

で
新
の
如
、
さ
近
代
の
企
て
は
、
従
来
の
季
火
に
夏
に
薪
ル
加
へ
、
そ
の
論
勢
た
・
し
て
一
一
府
蛾
な
ら
し
む
る
も
の
さ
い
五
ふ
べ
き
也
。
詳
・
し
く
は
後
章
の
如

L
。

蓋
し
数
理
史
的
、
即
も
外
用
相
承
の
一
遜
仁
約
し
て
之
れ
を
一
五
は
立
、
佐
前
仁
折
、
け
る
吾
が
施
が
化
物
利
生
は
、
所
謂

(10〕



台
徒
附
順
、
恰
も
悌
陀
の
爾
前
の
如
し
。
此
の
故
に
唯
そ
の
表
面
よ
り
之
れ
を
見
る
時
は
、
其
の
本
曾
の
岡
顕
、
全
〈
随

他
意
、
未
究
意
の
も
の
に
似
た
る
は
勿
論
息
。
佐
前
の
闘
顕
仁
、
大
凡
そ
左
の
三
種
あ
り
。
即
も

（
士
一
一
辺
首
題
無
光
明
点
の
長
茶
羅

（
目
白
）
七
字
の
左
右
に
悌
菩
薩
等
、
叉
は
讃
文
を
記
載
し
給
ひ
た
る
長
茶
羅

ニ
ニ
）
十
界
具
畢
‘
佐
後
に
酷
似
の
憂
茶
羅

是
品
。
第
二
一
返
品
目
題
の
憂
茶
羅
ご
は
、
前
に
一
言
せ
る
建
長
六
年
四
月
十
六
日
同
頴
の
も
の
銀
協
一
之
れ
仁
一
属
し

鈴
二
は
伊
東
配
流
の
際
、
上
原
氏
酬
訪
問
問
へ
搾
輿
の
も
の
枇
洋
一
説
一
叫
ん
許
Lmわ
刷
新
川
町
出
国
説
明
嶋
一
周
年
株
取
氏

M
献
へ
授
興

の
世
俗
に
所
謂
楊
枝
の
娃
茶
羅
枇
昨
日
開
宗
一
号
、
一
み
伽
耕
一
山
一
件
V
M
H
M
M

及
び
同
年
江
川
氏
山
川
郡
一
日
制
問
一
剛
山
へ
授
奥
の
有
名
な
る

火
防
の
板
本
骨
一
一
号
副
知
、
動
計
心
・
知
山
町
小
H
b
m時一明一
γ
刷
新
体
制
一
読
…
一
刊
…
桝
眠
法
一
概
妊

ν細
川
一
日
一
糊
彰
一
一
持
作
並
び
に
文
永
六
年

六
月
四
日
大
関
朗
師
へ
授
輿
の
長
茶
羅
一
均
一
四
一
一
明
官
一
炉
…
山
炉
問
靴
作
一
川
崎
市
H

士
、
等
之
れ
に
麗
し
、
第
三
は
文
永
九
年
正
月
九
日
白

蓮
興
師
へ
授
輿
の
長
茶
羅
汁
耕
一
錆
一
同
時
後
等
之
れ
に
属
す
o

j

－
弐
に
接
越
頴
本
、
佐
世
配
流
以
後
の
住
導
は
、
本
化
別
頭
、
事
ほ
悌
陀
の
入
箇
年
に
似
た
る
が
故
に
、
其
の
染
筆
に
於

ず
～
設
ひ
旦
略
等
の
差
異
こ
れ
あ
る
も
、
悉
〈
皆
本
懐
暢
達
、
随
自
意
に
な
る
も
の
・
品
。
先
づ
弘
安
以
前
三
以
後
芝
を
比
較

す
る
仁
、
概
し
て
そ
の
差
異
次
の
如
し
。

）
、
「
諸
雰
ノ
座
配
殆
ド
不
コ
整
頓

l
・t
・
－
弘
安
前

－
席
配
，
整
不
」

（
戸
各
曾
ノ
座
配
多
ク
ハ
得
守
中
庸
イ
・
：
・
弘
安
後

〔II〕

）

『

多

p
h
善
徳
及
分
身
偽
有
リ
E
・E
・
－
－
弘
安
前

＝
述
悌
ノ
存
否
（

（

F

多
ァ
ハ
蒋
多
ノ
外
傍
備
等
無
f
i
z
－－弘山災後



）
－
列
サ
ニ
各
併
ゴ
多
タ
ハ
有
日
過
不
及
－

i
z－
－
－
弘
安
前

信
勘
請
ノ
過
不
｝
非
同
竿
列
数
一
最
祥
三
夫
き
j
i
t
－
－
弘
安
一
後

）

『

二

明

ノ

貼

多

分

ハ

菩

提

鮎

I
z－
－
－
：
・
弘
安
前

四
勤
染
ノ
貼
異
ム

（

｛

反

w
前
一
一
多
分
ハ
如
意
珠
貼

7
2・
・
弘
安
後

）
、
「
提
婆
ノ
記
載
多
分
ハ
無
凶
之
・
i
z
－
－
弘
安
前

五
達
多
ノ
有
無
｛

（

ご

還

多

F

勘
請
大
概
布
川
之
・
i
z－
－
弘
安
後

）

－

多

分

ハ

位

3
首
題
之
直
下
一
一
－
j
i
t
－－
i
：
弘
安
前

大
鬼
母
ノ
位
置
〈

（

F

多
ク
ハ
反
ω
前
一
一
輿
二
十
女
一
封
列

p
・t
・
－
－
弘
安
後

）

『

多

分

ハ

無

コ

支

題

之

直

下

一

i
z－
－
弘
安
前

七
署
判
ノ
位
置
ム

（

F

多
分
ハ
有
口
支
題
之
直
下
一
i
t
－
－
－
弘
安
後

(12) 

お
年
披
ノ
同
国
土
二
千
二
百
二
十
鈴
年
：
・
：
・
・
弘
安
前

（

F

ニ
千
二
百
三
十
傍
年
・
i
z
－
－
弘
安
後

〕
「
多
分
ハ
有
コ
経
文
等
ノ
讃
語
一
・
・
・
：
・
r
弘
安
前

九
讃
文
ノ
有
無
｛

（

ケ

多

分

ハ

無

許

ヲ

讃

文

」

免
d

特
色
↓
i
z－
－
－
弘
安
後

〉
『
四
天
ノ
存
略
殆
ド
不
ニ
一
定
一
i
t
－
－
－
弘
安
前

十
四
天
ノ
存
略
｛

（

戸

多

分

ハ

安

ニ

置

ス

四

大

天

王
4

：・・・・・・弘安後

以
上
の
外
、
若
干
の
差
異
、
例
せ
ば
弘
安
以
前
に
於

τは
、
四
天
仁
冠
す
る
じ
、
「
東
方
』
『
西
方
』
等
を
用
。
、
或
は



『
大
』
宇
を
用
ひ
、
或
は
共
の
「
党
名
」
を
以
て
表
は
す
ご
鋭
も
、
弘
安
以
後
は
、
犬
概
の
場
合
定
ん
で
「
大
』
字
？
？
乞

用
ふ
る
等
、
叉
第
七
回
者
判
分
別
の
下
に
於
て
も
、
署
省
ご
輩
押
ご
別
蕗
じ
置
く
J

」
否
ご
、
等
の
相
違
あ
れ
ざ
も
、
今
は
之

れ
を
略
す
o

は
布
団
鰍
即
時
献
に
桝
閣
官
一
問
問
料
一
酬
…
側
諸
安
賦
介
て

新
〈
の
如
く
弘
安
を
以
て
界
線
ご
な
し
、
共
の
前
後
に
於
け
る
異
点
を
重
要
な
る
も
の
に
従
っ
て
列
皐
す
れ
ば
、
略
し

て
如
上
の
十
穂
あ
り
o

此
の
故
仁
古
来
或
る
皐
者
計
一
町
流
は
、
弘
安
以
前
の
諸
問
揃
を
以
て
未
再
泊
、
未
究
克
ご
立
て
、

濁
り
弘
安
以
後
の
長
茶
羅
の
み
を
稀
し
て
再
治
、
究
克
ご
争
し
、
意
以
て
此
の
両
者
の
聞
に
勝
劣
得
失
の
目
を
説
か
む
ご

せ
り
。
然
れ
ざ
も
此
の
企
や
、
穏
健
の
思
想
ど
敏
〈
こ
ど
最
も
甚
し
ご
云
べ
し
。
銃
仁
略
越
せ
る
が
如
き
理
由
じ
嬢
り
て

縦
A
T
吾
が
組
の
染
筆
中
、
多
種
多
様
の
闘
式
之
れ
有
る
も
、
共
の
艮
略
な
る
じ
約
し
て
、
何
ん
す
末
治
、
再
泊
、
勝
劣
得

失
の
論
を
な
す
を
得
む
。
況
む
や
「
再
治
』
、
『
未
再
治
』
な
る
用
語
、
か
、
儀
相
論
議
史
上
じ
編
は
る
〉
に
及
び
し
は
、
康
正

三
年
前
後
の
乙
ご
に
し
て
、
此
の
語
成
立
の
因
由
は
、
如
上
十
穏
の
異
相
に
基
（
時
一
山
…
嶋
崎
ご
一
五
は
む
よ
り
は
、
寧
ろ
共
の

茄
芽
、
各
山
割
様
、
門
流
的
、
涙
別
的
根
性
に
殺
す
ほ
沈
静
？
云
は
む
方
至
嘗
な
る
に
於
て
を
や
o
此
の
史
賞
の
詳
細
は

本
論
第
一
期
の
下
の
如
し
。
鳴
呼
俄
A
T
大
長
茶
羅
を
恭
敬
す
さ
も
、
五
回
が
組
の
所
謂
『
悪
し
く
敬
は
い
、
」
、
畢
一
党
是
れ
略
獄

の
悪
業
の
み
、
吾
入
荷
も
本
化
の
末
輩
た
ら
む
者
、
登
仁
二
、
ろ
せ
や
’
し
℃
可
争
ら
む
哉
。

究
に
文
永
及
び
建
治
御
悶
顕
の
異
相
如
何
、
先
づ
文
永
年
中
の
御
附
揃
に
於
て
ニ
あ
り
、
即
ち
所
謂
佐
渡
始
瓶
、
及
ぴ

其
の
以
後
の
御
染
筆
は
係
る
も
の
是
れ
品
。
佐
渡
始
誕
の
大
長
茶
羅
ど
は
、
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
、
嘗
身
の
大
事
た

る
『
観
心
本
管
抄
』
を
製
作
し
て
、
本
門
本
曾
の
内
容
を
活
蒋
し
、
越
え
℃
七
月
入
日
、
一
谷
の
配
慮
に
在
っ
て
闘
し
給

へ
る
、
十
界
具
足
の
大
国
境
を
云
ふ
。
古
来
に
は
、
之
れ
を
「
佐
渡
始
瀬
本
持
』
ご
一
五
ひ
、
叉
勘
請
の
十
界
各
尊
氏
、
皆

「
南
無
』
の
ニ
字
を
冠
し
あ
る
遜
に
従
っ
て
『
総
帥
命
大
長
茶
羅
』
ど
稽
す
。
蓋
し
諸
牲
に
悉
〈
「
市
鉱
山
」
の
二
字
を
冠
せ

る
が
如
き
は
、
諸
阿
旧
制
中
、
確
此
の
一
一
昭
仁
限
る
が
如
し
、
是
れ
他

ω
本
符
ご
異
る
其
の
一
品
。
叉
讃
文
、
銘
記
の
外
、

(13) 



別
仁
一
経
の
証
文
b
る
は
、
他
ご
異
る
其
の
二
也
。
又
非
、
の
授
輿
の
人
無
き
は
、
他
ご
異
る
英
三
息
。
若
し
夫
れ
提
婆
謹
多

の
記
載
之
れ
無

B
が
如
き
は
、
別
に
甚
深
の
翠
怠
あ
る
か
、
他

u之
れ
を
攻
ふ
ベ
し
、
此
の
御
異
跡
は
、
曾
て
佐
州
一
谷

妙
照
寺
よ
ら
侮
来
し
て
身
延
失
法
寺
の
費
減
に
之
れ
あ
り

L
が
、
明
治
八
年
岡
山
の
七
堂
楼
閣
ご
さ
も
に
惜
し
い
か
争
規

融
氏
の
奪
ふ
所
ご
争
hv
、
現
侍
せ
る
は
、
遠
枯
草
師
の
拝
寓
に
係
る
も
の
に
し
て
、
掛
川
叫
U
M柑
一
記
刊
行
い
守
一
分
一
旦
州
五
諜

妙
法
華
寺
よ
り
の
奉
納
也
。

此
外
文
永
の
園
娠
に
房
州
保
問
妙
木
寺
減
「
高
年
救
謙
之
本
尊
」

あ
れ
J

ご
も
、
世
人
知
悉
の
放
に
、
今
は
之
れ
た
暮
す
。

此
の
外
、
同
じ
く
始
瀬
本
骨
骨
ご
帯
す
る
も
の
に
、
『
佐
渡
根
本
寺
蟻
蹴
一
貯
部
…
月
の
所
論
『
費
始
長
茶
羅
』
、
＝
京
都

要
法
寺
蕪
興
師
授
興
の
長
茶
雄
、
三
相
州
川
合
寺
識
林
佐
一
昨
新
助
授
輿
の
昼
茶
羅
、
四
駿
河
海
長
寺
燕
頂
師
樗
典
の
長
茶

器
職
、
玉
村
上
回
信
所
臓
の
長
茶
羅
等
あ
り
。
就
中
最
後
の
も
の
は
、
智
皐
居
士
自
ら
奉
寓
の
上
、
「
維
時
明
治
十
人
年
太

歳
宿
乙
商
一
月
十
三
日
就
村
上
国
信
居
士
之
戴
翰
異
跡
群
一
』
度
而
奉
拝
寓
娃
以
備
立

E
安
闘
曾
布
教
之
本
持
者
・
也
、
執
筆

令
剛
道
人
日
謙
、
判
一
鍛
ご
傍
書
し
、
且
つ
総
鯨
命
本
掌
に
劃
し
て
、
之
れ
を
回
連
師
命
式
始
額
一
量
茶
羅
」
ご
稽
し
偶
一
は
、

、・i
具
・
・
・
・
約
＝
勘
請
岡
式
一
・
・
・
・
略
・
・
・
〆

一・・・・通・・・・約＝同代
P

衆生？・・・別・・・・一

始

編

ノ

本

命

｛

一

・

憐

他

ノ

本

特

一
：
：
総
・
；
約
＝
末
法
の
時
？
：
別
目
一

F
E
－
－
正
・
・
・
約
口
一
個
人
ト
一
宗
↓
＝
・
・
・
傍
i
・、

の
如
き
理
を
以
て
特
仁
曾
重
す
る
所
の
も
の
、
叉
前
の
四
種
仁
就
い
て
は
、
古
来
諸
家
各
ιγ

識
を
立
て
、
、
偏
仁
某
の
一

幅
に
よ
り
、
互
に
超
勝
管
特
を
骨
張
す
ご
雄
も
、
本
論
に
入
ち
て
越
ぷ
る
が
如
〈
、
共
が
歴
史
的
証
接
不
充
分
守
れ
ば
、

今
は
朝
師
、
潮
師
、
諦
師
、
蓄
師
及
ひ
董
師
等
の
所
識
に
徴
し
て
、
且
〈
『
総
蹄
命
本
怜
』
を
以
て
、
翼
個
の
始
頴
憂
茶

錐
ご
断
定
せ
む
c
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次
仁
此
の
本
伸
持
出
制
費
以
後
、
文
永
三
筒
年
間
の
御
染
筆
じ
は
、
特
に
取
立
て
冶
枚
皐
す
べ
き
差
建
無
し
。
但
し
上
総
藻

原
寺
議
、
即
も
文
永
十
一
年
七
月
廿
五
日
、
身
延
山
に
在
っ
て
御
闘
顕
の
大
差
茶
羅
針
脱
は
、
諸
紳
統
一
、
大
千
同
蹄
の

御
理
想
、
遺
憾
な
〈
活
躍
し
、
四
天
仁
皆
方
角
を
冠
ら
せ
、
高
方
増
長
、
西
方
康
目
の
位
置
他
ご
反
費
し
、
叉
天
人
修
羅

等
の
顕
に
、
『
無
量
世
界
』
の
語
を
存
し
、
叉
天
照
入
幡
の
上
に
「
大
日
本
国
』
の
阿
字
を
冠
ら
し
め
、
叉
銘
記
じ
『
大
畳
世

骨
入
滅
後
中
略
大
長
陀
羅
由
也
得
意
之
人
察
之
』
さ
あ
る
等
、
大
に
他
ご
異
る
黙
あ
り
o

然
ら
ば
究
に
建
治
の
本
曾
ご
は
如
何
。
建
治
の
本
曾
ご
は
、
建
治
三
筒
年
間
の
御
間
瀬
を
指
す
も
の
に
し
て
、
之
れ
を

最
も
よ
く
代
表
す
る
も
の
は
、
玉
津
経
王
山
蔵
‘
全
二
年
四
月
、
昭
師
へ
御
授
輿
の
所
謂
「
侍
法
疋
嫡
附
法
の
大
目
立
茶
羅
」

是
れ
品
。

此
の
本
等
の
除
他
ご
異
る
所
は
、
共
の
讃
文
が
、
右
側
に
書
長
品
の
ニ
節
、
即
ち
「
是
好
良
薬
戸
』
『
除
失
心
者
一
五
キ
』

ご
‘
柴
王
品
の
一
節
、
即
も
『
此
経
即
錦
乃
至
不
老
不
死
」
左
側
に
畑
町
繋
絞
の
七
子
の
響
、
及
ひ
『
一
二
一
陣
重
病
云
乙
の
一
節

ど
を
、
随
義
接
文
し
て
認
め
給
ふ
点
、
並
ひ
に
十
二
榊
を
加
へ
、
帝
蒋
天
王
を
千
眼
天
王
ご
記
し
給
ふ
点
等
品
。

此
の
外
、
京
都
妙
願
寺
臓
、
支
旨
本
一
管
制
寸
一
肌
試
…
一
札
月
ご
稀
す
る
も
の
は
、
七
宇
の
左
右
に
「
今
此
三
界
乃
至
能
錦
救
護
』

の
経
文
を
記
し
給
ひ
、
諸
悌
諸
菩
薩
等
の
勧
請
更
に
無
く
、
骨
子
、
の
様
式
寧
ろ
佐
前
に
似
た
ち
。

以
上
は
、
妻
、
の
叙
述
の
順
序
に
於

τ、
系
統
的
な
ら
ず
ご
離
も
、
其
の
大
鉢
に
於
て
は
、
H
虫
陀
羅
の
時
間
的
竪
の
分
類

－a。
若
し
寝
間
的
横
の
分
類
に
約
せ
ば
、
そ
の
佐
前
た
る
さ
佐
後
た
る
ご
を
問
は
ず
、
大
凡
そ
吾
が
組
一
代
の
御
闘
頴
は

主
仁
凶
一
示
す
る
が
如
く
、
或
は
一
般
の
用
語
に
従
つ
℃
、
世
岐
路
一
袋
、
或
は
行
早
朝
師
の
所
設
に
従
っ
て
、
数
行
証
の
三
種

仁
分
類
し
得
可
し
。

｛
；
・
・
一
返
首
時
雨
脚
綿
一
）
曾
本
－

zzi－
－
：
・
要
・
証

本
咋
｛
・
・
・
・
十
界
略
苧
本
管
i
z
－－
t
i
t
t
i－－－
i
z
－－－略・・行
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：
・
・
十
界
川
具
ノ
本
性
：
・
・
・
：
i
z－－民：・・解

五
日
が
家
の
し
民
陀
維
に
は
、
或
は
擦
に
約
し
、
或
は
横
に
約
し

τ、
各
積
各
様
、
各
特
色
め
る
こ
ど
斯
〈
の
如
し
。

然
れ
ぎ
も
上
編
及
ひ
前
段
仁
於
て
、
阪
に
屡
冷
設
げ
る
が
如
〈
、
本
曾
は
由
来
唯
一
腰
争
れ
ば
、
若
し
更
に
敷
歩
を
進

め
て
、
吾
が
一
望
舵
羅
を
讃
仰
せ
ん
か
、
如
上
の
分
別
の
如
き
は
、
蓋
し
唯
相
周
外
耐
の
問
題
に
す
ぎ
す
し

τ、
未

r本
体

内
而
の
論
議
に
鱗
れ
た
る
も
の
に
非
ず
、
「
如
来
秘
密
紳
通
之
力
』
の
本
勝
、
本
崇
符
登
じ
二
三
四
五
等
の
数
種
あ
る
の

理
ゐ
ら
む
や
。
時
、
U

れ
ば
穂
々
に
同
州
制
し
給
ふ
ご
雌
も
、
鼻
、
の
嘗
相
仁
着
し
て
、
寵
に
多
種
f
」
認
む
る
が
如
き
は
、
畢
章
吾

人
凡
夫
の
遠
見
の
み
。
従
っ
て
古
来
の
串
者
が
、
以
上
の
分
類
に
固
執
し
、
か
く
て
以
て
再
治
、
末
再
治
、
究
一
兎
、
未
究

立
の
説
を
動
か
さ
ピ
る
が
如
、
3
所
以
の
も
の
は
、
唯
是
れ
長
陀
羅
の
皮
相
仁
↑
れ
ぼ
れ
て
、
其
の
異
随
じ
建
せ
ぎ
る
が
錦
な

ら
ず
む
ば
あ
ら
ず
。

要
す
る
に
、
長
陀
羅
上
仁
於
げ
る
論
詩
は
、
之
れ
を
抽
象
的
じ
云
へ
ば
、
ニ
）
如
上
皮
相
の
執
見
が
、
そ
の
光
明
面
の

動
機
ご
争
ム
リ
、
（
ニ
ν
宗
凶
分
裂
、
諸
山
割
擦
の
悪
流
が
、
そ
の
暗
黒
面
の
動
機
ご
な
b
、
而
し
て
、
一
方
木
像
本
管
上
の

論
議
ご
相
並
行
、
若
し
く
は
相
聞
聯
し
、
上
下
若
々
．
弦
に
殆

ε七
百
年
後

ω今
日
に
至
り
て
、
備
止
ま
ざ
る
も
の
畠
。

若
し
夫
れ
其
の
具
体
的
歴
史
上
の
説
明
、
及
木
像
上
の
詩
困
に
関
し
て
は
、
説
必
衣
第
、
第
二
章
以
下
、
順
究
本
論
に

入
り
℃
、
之
れ
が
詳
細
を
委
く
す
ぺ
し
。

l
i
aき
1
1！
大
正
五
、
師
走
、
一
八
1
i
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